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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信システムにおいてデータを提供する方法であって、
　前記方法は、
　少なくとも１つのサービスデータユニット（ＳＤＵ）を上位層から受信することと、
　ＰＤＣＰ（Ｐａｃｋｅｔ　Ｄａｔａ　Ｃｏｎｖｅｒｇｅｎｃｅ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）層
で、前記受信された少なくとも１つのサービスデータユニット（ＳＤＵ）にヘッダを追加
することにより、プロトコルデータユニット（ＰＤＵ）を生成することであって、前記ヘ
ッダは時間情報を含み、前記時間情報は、ＣＦＮ（Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｆｒａｍｅ　
Ｎｕｍｂｅｒ）の少なくとも一部に設定される、ことと、
　前記生成されたプロトコルデータユニットを下位層に送信することと
　を含む、方法。
【請求項２】
　前記時間情報がＣＳ（Ｃｉｒｃｕｉｔ　Ｓｗｉｔｃｈｅｄ）カウンタである、請求項１
に記載の方法。
【請求項３】
　前記ＣＳカウンタの値は、前記ＣＦＮの１番目のＬＳＢ（Ｌｅａｓｔ　Ｓｉｇｎｉｆｉ
ｃａｎｔ　Ｂｉｔ）から５番目のＬＳＢに設定される、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　移動通信システム内のＰＤＣＰ（Ｐａｃｋｅｔ　Ｄａｔａ　Ｃｏｎｖｅｒｇｅｎｃｅ　
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Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）エンティティであって、
　前記ＰＤＣＰエンティティは、プロセッサモジュールを備え、
　前記プロセッサモジュールは、
　少なくとも１つのサービスデータユニット（ＳＤＵ）を上位層から受信することと、
　ＰＤＣＰ（Ｐａｃｋｅｔ　Ｄａｔａ　Ｃｏｎｖｅｒｇｅｎｃｅ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）層
で、前記受信された少なくとも１つのサービスデータユニット（ＳＤＵ）にヘッダを追加
することにより、プロトコルデータユニット（ＰＤＵ）を生成することと、
　前記生成されたプロトコルデータユニットを下位層に送信することと
　を実行し、
　前記ヘッダは、時間情報を含み、
　前記時間情報は、ＣＦＮ（Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｆｒａｍｅ　Ｎｕｍｂｅｒ）の少な
くとも一部に設定される、ＰＤＣＰエンティティ。
【請求項５】
　前記時間情報がＣＳ（Ｃｉｒｃｕｉｔ　Ｓｗｉｔｃｈｅｄ）カウンタである、請求項４
に記載のＰＤＣＰエンティティ。
【請求項６】
　前記ＣＳカウンタの値は、前記ＣＦＮの１番目のＬＳＢ（Ｌｅａｓｔ　Ｓｉｇｎｉｆｉ
ｃａｎｔ　Ｂｉｔ）から５番目のＬＳＢに設定される、請求項５に記載のＰＤＣＰエンテ
ィティ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信サービスを提供する無線通信システムと端末、並びにＵＭＴＳ（Ｕ
ｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　Ｓｙｓｔｅ
ｍ）におけるＰＤＣＰ（Ｐａｃｋｅｔ　Ｄａｔａ　Ｃｏｎｖｅｒｇｅｎｃｅ　Ｐｒｏｔｏ
ｃｏｌ）エンティティの動作方法に関し、特に、ＨＳＤＰＡ（Ｈｉｇｈ　Ｓｐｅｅｄ　Ｄ
ｏｗｎｌｉｎｋ　Ｐａｃｋｅｔ　Ａｃｃｅｓｓ）又はＨＳＵＰＡ（Ｈｉｇｈ　Ｓｐｅｅｄ
　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｐａｃｋｅｔ　Ａｃｃｅｓｓ）技術を用いてＣＳ（Ｃｉｒｃｕｉｔ　Ｓ
ｗｉｔｃｈｅｄ）サービスを提供する方法として、受信側に受信した各データブロックを
基準時間に合わせて処理させるために、送信側がデータブロック内にＣＦＮ（Ｃｏｎｎｅ
ｃｔｉｏｎ　Ｆｒａｍｅ　Ｎｕｍｂｅｒ）を含めて伝送する動作方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　図１は、ＵＭＴＳのネットワーク構造の一例を示す図である。ＵＭＴＳシステムは、端
末（Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ；　ＵＥ）、ＵＭＴＳ無線アクセスネットワーク（Ｕ
ＭＴＳ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ；　ＵＴ
ＲＡＮ）、及びコアネットワーク（Ｃｏｒｅ　Ｎｅｔｗｏｒｋ；　ＣＮ）を含む。ＵＴＲ
ＡＮは、少なくとも１つの無線ネットワークサブシステム（Ｒａｄｉｏ　Ｎｅｔｗｏｒｋ
　Ｓｕｂ－ｓｙｓｔｅｍｓ；　ＲＮＳ）から構成され、各ＲＮＳは、１つの無線ネットワ
ーク制御装置（Ｒａｄｉｏ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ；　ＲＮＣ）と、前
記ＲＮＣにより管理される１つ以上の基地局（Ｎｏｄｅ　Ｂ）とから構成される。１つの
Ｎｏｄｅ　Ｂには１つ以上のセルが存在する。
【０００３】
　図２は、ＵＭＴＳで使用する無線プロトコルの構造の一例を示す図である。無線プロト
コル層は、端末とＵＴＲＡＮに対で存在し、無線区間のデータ伝送を担当する。各無線プ
ロトコル層について説明すると次の通りである。まず、物理層（第１層）は、様々な無線
伝送技術を用いて無線区間でデータを伝送する役割を果たす。物理層は、上位層のＭＡＣ
（Ｍｅｄｉｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）層とトランスポートチャネルを介して
接続されており、トランスポートチャネルは、チャネルが共有されるか否かによって、専
用トランスポートチャネルと共通トランスポートチャネルとに分けられる。
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【０００４】
　第２層は、ＭＡＣ層、ＲＬＣ（Ｒａｄｉｏ　Ｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）層、ＰＤＣＰ
層、及びＢＭＣ（Ｂｒｏａｄｃａｓｔ／Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）層を含む
。まず、ＭＡＣ層は、様々な論理チャネルを様々なトランスポートチャネルにマッピング
する役割を果たし、様々な論理チャネルを１つのトランスポートチャネルにマッピングす
る論理チャネル多重化の役割も果たす。ＭＡＣ層は、上位層のＲＬＣ層と論理チャネルを
介して接続されており、論理チャネルは、伝送される情報の種類によって、制御プレーン
の情報を伝送する制御チャネルとユーザプレーンの情報を伝送するトラフィックチャネル
とに分けられる。ＭＡＣ層は、管理されるトランスポートチャネルの種類によって、ＭＡ
Ｃ－ｂサブレイヤ、ＭＡＣ－ｄサブレイヤ、ＭＡＣ－ｃ／ｓｈサブレイヤ、ＭＡＣ－ｈｓ
サブレイヤ、及びＭＡＣ－ｅサブレイヤに分けられる。ＭＡＣ－ｂサブレイヤは、システ
ム情報のブロードキャストを担当するトランスポートチャネルであるＢＣＨ（Ｂｒｏａｄ
ｃａｓｔ　Ｃｈａｎｎｅｌ）を管理し、ＭＡＣ－ｃ／ｓｈサブレイヤは、複数の端末によ
り共有されるＦＡＣＨ（Ｆｏｒｗａｒｄ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｈａｎｎｅｌ）やＤＳＣＨ（
Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）などの共通トランスポートチャネル
を管理し、ＭＡＣ－ｄサブレイヤは、特定の端末のための専用トランスポートチャネルで
あるＤＣＨ（Ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）を管理する。また、ダウンリンク／
アップリンク高速データ伝送をサポートするために、ＭＡＣ－ｈｓサブレイヤは、高速ダ
ウンリンクデータ伝送のためのトランスポートチャネルであるＨＳ－ＤＳＣＨ（Ｈｉｇｈ
　Ｓｐｅｅｄ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）を管理し、ＭＡＣ－
ｅサブレイヤは、高速アップリンクデータ伝送のためのトランスポートチャネルであるＥ
－ＤＣＨ（Ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）を管理する。
【０００５】
　ＲＬＣ層は、各無線ベアラ（Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ；　ＲＢ）により要求されるＱ
ｏＳ（Ｑｕａｌｉｔｙ　ｏｆ　ｓｅｒｖｉｃｅｓ）の保証とそれによるデータ伝送を担当
する。各ＲＢは、ＲＢ固有のＱｏＳを保証するために、１つ又は２つの独立したＲＬＣエ
ンティティを有し、ＲＬＣ層は、様々なＱｏＳをサポートするために、透過モード（Ｔｒ
ａｎｓｐａｒｅｎｔ　Ｍｏｄｅ；　ＴＭ）、非応答モード（Ｕｎａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅ
ｄ　Ｍｏｄｅ；　ＵＭ）、及び応答モード（Ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｄ　Ｍｏｄｅ；　Ａ
Ｍ）の３つの動作モードを提供する。さらに、ＲＬＣ層は、下位層における無線区間のデ
ータ伝送に適するようにデータサイズを調節するために、上位層から受信したデータを分
割及び連結する機能を実行する。
【０００６】
　ＰＤＣＰ層は、ＲＬＣ層の上位に位置し、ＩＰｖ４やＩＰｖ６などのＩＰパケットを用
いて伝送されるデータを相対的に帯域幅の小さい無線区間で効率的に伝送できるように、
不要な制御情報を減らすヘッダ圧縮機能を実行するが、このようなヘッダ圧縮は、データ
のヘッダ部分で必要不可欠な情報のみを伝送させることにより、無線区間の伝送効率を向
上させる。ＰＤＣＰ層は、ヘッダ圧縮機能が基本機能であるため、ＰＳ（Ｐａｃｋｅｔ　
Ｓｗｉｔｃｈｅｄ）ドメインにのみ存在し、各ＰＳサービスに効果的なヘッダ圧縮機能を
提供するために、各ＲＢに１つのＰＤＣＰエンティティが存在する。
【０００７】
　第２層のＢＭＣ層は、ＲＬＣ層の上位に位置し、セルブロードキャストメッセージ（Ｃ
ｅｌｌ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ｍｅｓｓａｇｅ；　ＣＢ　Ｍｅｓｓａｇｅ）をスケジュー
リングし、前記ＣＢメッセージを１つ又は複数の特定のセルに位置する端末にブロードキ
ャストする機能を実行する。
【０００８】
　第３層の最下位に位置するＲＲＣ（Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）
層は、制御プレーンでのみ定義され、ＲＢの設定、再設定、及び解除に関連して第１及び
第２層のパラメータを制御し、論理チャネル、トランスポートチャネル、及び物理チャネ
ルの制御を担当する。ここで、ＲＢとは、移動端末とＵＴＲＡＮ間のデータ伝送のために
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、無線プロトコルの第１及び第２層により提供される論理パスを意味する。一般に、ＲＢ
の設定とは、特定のデータサービスを提供するために必要な無線プロトコル層及びチャネ
ルの特性を規定し、それぞれの詳細なパラメータ及び動作方法を設定する過程を意味する
。
【０００９】
　ＷＣＤＭＡ（Ｗｉｄｅｂａｎｄ　Ｃｏｄｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａ
ｃｃｅｓｓ）システムでは、ＨＳＤＰＡ及びＨＳＵＰＡ技術を導入している。この２つの
技術は、特にＰＳサービスを効率的にサポートするために導入された。ＨＳＤＰＡとＨＳ
ＵＰＡを統合してＨＳＰＡという。
【００１０】
　ＣＳ方式は、送信側と受信側との間に通信回線を設定してデータを交換する方式である
。このようなＣＳ方式では、通信を希望する２つのステーション間に専用通信経路が予め
提供されるが、この専用通信経路は、各ノードを連続的に接続したリンクから構成される
。各物理的リンクは、１つのチャネルに接続されており、電話、センサ、遠隔測定入力な
どの比較的連続した流れを必要とするデータ交換に適しており、容易に使用される。ＣＳ
方式は、データ伝送中は設定された通信回線を介して伝送する方式であり、データ量が多
い場合又はファイル送信などの長いメッセージの伝送に適している。時分割回線交換では
、デジタル交換技術とデジタル通信回線におけるパルスコード変調方式の多重化技術が用
いられるため、高品質の高速データ伝送に非常に効率的である。この方式では、それぞれ
２つのエンドポイント間に物理的回線が固定的に割り当てられる。従って、データ発生時
点からデータ伝送開始時点までの伝送遅延が最小限に抑えられる。また、固定回線が使用
されるため、各データにおける伝送順序逆転現象がない。
【００１１】
　ＰＳ方式は、所定の長さを有するパケット形式のデータ伝送単位を送信側パケット交換
器に保存しておき、受信側のアドレスに応じて適切な通信経路を選択して受信側パケット
交換器に送信する交換方式である。ＰＳ方式において、データはパケットと呼ばれる短い
長さのデータブロック単位で伝送される。一般に、パケットの長さは約１０００バイトに
制限される。各パケットは、ユーザデータを示す部分と、パケットの制御情報を示す部分
とから構成される。ここで、パケットの制御情報は、パケットが受信側に到達するように
ネットワーク内でパケットの経路を設定するのに必要な情報を少なくとも含むべきである
。パケットは、伝送経路を介して各ノードに受信されると、保存された後に次のノードに
伝送される。このような保存過程と次のノードへの伝送過程は、パケットが受信側に到達
するまで繰り返される。この方式では、特定のターミナルが特定の経路を継続して占有す
るのではなく、必要時にのみ占有して使用するため、回線利用効率が最大化される。また
、各データ単位が異なる経路で伝送されることがあるため、各データにおける伝送遅延量
も異なる。
【００１２】
　近年、移動通信サービスは、インターネットブラウジングなどのパケットサービスを最
大限効率的にサポートできるように発展している。そのうち、移動通信で最も重要なサー
ビスとみなされるのは音声通話サービスであり、これは主にＣＳサービスにより提供され
ている。
【００１３】
　現在、ＵＭＴＳシステムは、ＣＳサービスのために最適化されたＲ９９バージョンのＷ
ＣＤＭＡをベースとし、ＰＳサービスをサポートするためのＲ５のＨＳＤＰＡ及びＲ６の
ＨＳＵＰＡをさらに導入している。すなわち、現在のシステムは、ＣＳサービスのための
ＣＳネットワークとＰＳサービスのためのＰＳネットワークの両方をサポートしている。
しかしながら、これは、ネットワークを運営する立場からは、ＣＳネットワークとＰＳネ
ットワークの両方を設置しなければならないというコスト負担の問題、並びにそれぞれの
ネットワークを独立して管理しなければならないという問題を引き起こす。
【００１４】
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　このような問題を解決するために、ＣＳネットワークに対するサポートを次第に減らし
、ＰＳネットワークのみ運営する見込みである。このためには、ＣＳサービスを全てＰＳ
サービスで代替する方法や、ＣＳサービスをＰＳネットワークで効率的に提供する方法が
必要となる。
【００１５】
　特に、ＣＳサービスの代表格といえるＣＳ音声サービスをＰＳネットワーク、すなわち
ＨＳＤＰＡ及びＨＳＵＰＡ技術を用いるＨＳＰＡネットワークでサポートする方法が必要
となる。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　そこで、本発明は、ＣＳサービスで生成されたデータをＰＳネットワーク又はＰＳサー
ビスのみをサポートする無線プロトコルで効率的に伝送する方法を提供することを目的と
する。
【００１７】
　このような目的を達成するために、本発明は、少なくとも１つのサービスデータユニッ
ト（Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ；　ＳＤＵ）を上位層から受信する段階と、プ
ロトコルデータユニット（Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ；　ＰＤＵ）を生成す
るために、前記受信した少なくとも１つのサービスデータユニットに時間情報を含むヘッ
ダを追加する段階と、前記生成されたプロトコルデータユニットを下位層に送信する段階
とを含む、無線通信システムにおけるデータ提供方法を提供する。
【００１８】
　前記時間情報は、ＣＦＮであることが好ましい。
【００１９】
　前記時間情報は、ＰＤＣＰ層のヘッダに追加されることが好ましい。
【００２０】
　前記時間情報は、ＭＡＣ層のヘッダに追加されることが好ましい。
【００２１】
　前記時間情報は、ＣＳカウンタであることが好ましい。
【００２２】
　前記時間情報は、ＣＦＮに関連するものであることが好ましい。
【００２３】
　前記データは、ＰＳサービス又はＣＳサービス内で提供されることが好ましい。
【００２４】
　前記上位層はＲＬＣエンティティであり、前記下位層は物理エンティティであることが
好ましい。
　本発明は、例えば、以下を提供する。
（項目１）
　少なくとも１つのサービスデータユニット（ＳＤＵ）を上位層から受信する段階と、
　プロトコルデータユニット（ＰＤＵ）を生成するために、前記受信した少なくとも１つ
のサービスデータユニットに時間情報を含むヘッダを追加する段階と、
　前記生成されたプロトコルデータユニットを下位層に送信する段階と
を含むことを特徴とする無線通信システムにおけるデータ提供方法。
（項目２）
　前記時間情報がＣＦＮであることを特徴とする項目１に記載の無線通信システムにおけ
るデータ提供方法。
（項目３）
　前記時間情報が、ＰＤＣＰ層のヘッダに追加されることを特徴とする項目１に記載の無
線通信システムにおけるデータ提供方法。
（項目４）
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　前記時間情報が、ＭＡＣ層のヘッダに追加されることを特徴とする項目１に記載の無線
通信システムにおけるデータ提供方法。
（項目５）
　前記時間情報がＣＳカウンタであることを特徴とする項目１に記載の無線通信システム
におけるデータ提供方法。
（項目６）
　前記時間情報がＣＦＮに関連するものであることを特徴とする項目１に記載の無線通信
システムにおけるデータ提供方法。
（項目７）
　前記データが、ＰＳサービス又はＣＳサービス内で提供されることを特徴とする項目１
に記載の無線通信システムにおけるデータ提供方法。
（項目８）
　前記上位層がＲＬＣエンティティであり、前記下位層が物理エンティティであることを
特徴とする項目１に記載の無線通信システムにおけるデータ提供方法。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】従来技術及び本発明が適用される移動通信システムであるＥ－ＵＴＲＡＮ（Ｅｖ
ｏｌｖｅｄ　Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ
　Ｎｅｔｗｏｒｋ）のネットワーク構造の一例を示す図である。
【図２】ＵＭＴＳで使用する無線プロトコルの構造の一例を示す図である。
【図３】送信側と受信側間のデータ交換のためのＣＳ方式及びＰＳ方式の一例を示す図で
ある。
【図４】ＣＳサービスをＨＳＰＡ基盤技術に適用する方法の一例を示す図である。
【図５】ＭＡＣエンティティで生成されたデータブロックの一例を示す図である。
【図６】本発明によるプロトコルデータユニット（ＰＤＵ）内に含まれる「サブフロー組
み合わせインデックス（ｓｕｂｆｌｏｗ　ｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎ　ｉｎｄｅｘ）」とい
うインジケータの一例を示す図である。
【図７】本発明によりサブフローのマルチプレックスが行われた場合におけるプロトコル
データユニットのフォーマットの一例を示す図である。
【図８】本発明によるサブフローのマルチプレックスに関するＰＤＣＰ構造の一例を示す
図である。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　本発明の一態様は、前述した従来技術の問題及び欠点に関する本発明者らの知見に基づ
くものであり、以下でさらに詳細に説明する。このような知見に基づいて本発明が完成さ
れた。
【００２７】
　本発明は、３ＧＰＰ通信技術、とりわけＵＭＴＳシステム、通信装置、及び通信方法に
適用される。しかし、本発明は、これに限定されるものではなく、本発明の技術的思想を
適用できる全ての有無線通信に適用することができる。
【００２８】
　本発明の基本概念は、無線通信システムにおけるデータ提供方法、及びその方法を実現
することのできる無線移動通信端末機又はネットワークを提供するというものであり、前
記方法は、少なくとも１つのサービスデータユニット（ＳＤＵ）を上位層から受信する段
階と、プロトコルデータユニット（ＰＤＵ）を生成するために、前記受信した少なくとも
１つのサービスデータユニットに時間情報を含むヘッダを追加する段階と、前記生成され
たプロトコルデータユニットを下位層に送信する段階とを含むことを特徴とする。
【００２９】
　前述のように、本発明は、ＣＳサービスで生成されたデータをＰＳネットワーク又はＰ
Ｓサービスのみをサポートする無線プロトコルで効率的に伝送する方法を提供する。特に
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、本発明は、前記ＣＳサービスで生成されたデータの順序を維持し、かつ前記ＣＳサービ
スのデータ伝送過程で発生する異なる伝送遅延時間による問題を解決するために、前記Ｃ
Ｓサービスのデータに時間情報を含めて伝送することを提案する。
【００３０】
　より具体的には、あるプロトコルエンティティがＣＳサービスアプリケーションからサ
ービスデータユニット（ＳＤＵ）を受信した場合、前記プロトコルエンティティは、前記
ＳＤＵを処理した後、前記ＳＤＵを処理した結果であるプロトコルデータユニット（ＰＤ
Ｕ）を下位のプロトコルエンティティに送信する。本発明は、前記ＰＤＵ内に前記ＳＤＵ
もしくはＰＤＵに関する時間情報を含めることを提案する。ここで、前記プロトコルエン
ティティは、ＰＤＣＰエンティティ、ＲＲＣエンティティ、ＲＬＣエンティティ、又はＭ
ＡＣエンティティであってもよい。また、前記時間情報は、ＣＦＮ、ＣＦＮの一部、又は
ＣＦＮに関する情報であってもよい。前記時間情報は、前記ＳＤＵが生成された時間又は
ＣＦＮを示してもよく、それに関する情報を示してもよい。前記時間情報は、前記ＰＤＵ
が生成された時間又はＣＦＮを示してもよく、それに関する情報を示してもよい。さらに
、前記時間情報は、送信側が前記ＳＤＵを上位層から受信した時間又はＣＦＮを示しても
よく、それに関する情報を示してもよい。前記時間情報は、受信側が前記ＳＤＵもしくは
ＰＤＵを処理すべき時間又はＣＦＮを示してもよく、それに関する情報を示してもよい。
さらに、前記時間情報は、送信側が前記ＳＤＵもしくはＰＤＵを処理した時間又はＣＦＮ
を示してもよく、それに関する情報を示してもよい。前記時間情報は、受信側が前記ＳＤ
ＵもしくはＰＤＵを上位層に送信する時間又はＣＦＮを示してもよく、それに関する情報
を示してもよい。さらに、前記時間情報は、送信側が前記ＳＤＵもしくはＰＤＵを暗号化
した時間、ＣＦＮ、又は暗号化過程で適用したシーケンス番号を示してもよく、それに関
する情報を示してもよい。前記時間情報は、受信側が前記ＳＤＵもしくはＰＤＵを復号化
すべき時間、ＣＦＮ、又は復号化過程で適用すべきシーケンス番号を示してもよく、それ
に関する情報を示してもよい。さらに、前記時間情報は、ＣＳカウンタであってもよく、
前記ＣＳカウンタの値は、上位層から受信されたパケットでＣＦＮの１番目のＬＳＢから
５番目のＬＳＢに設定してもよい。
【００３１】
　以下、本発明の好ましい実施形態の構成及び動作を添付図面を参照して説明する。
【００３２】
　まず、本発明に関連するＣＦＮを説明する。ＣＦＮは、ＲＲＣ接続状態にある基地局及
び端末により管理される時間情報である。ＣＦＮは、端末毎に固有に設定され、データ生
成時間又はデータ処理時間の基準であってもよい。また、ＣＦＮは、ＭＡＣエンティティ
でＭＡＣ　ＳＤＵの暗号化又は復号化時に使用するシーケンス番号の値であってもよい。
さらに、ＣＦＮは時間の経過に従って増加する。例えば、０．０００秒にＣＦＮが０であ
れば、０．０２０秒にはＣＦＮが１となり、０．０４０秒にはＣＦＮが２となる。ＣＦＮ
は、ある時点にデータ伝送があったかに関係なく、所定時間が経過する度に増加する。こ
の場合、ＣＦＮは、データが実際に送信又は受信されたか否かに関係なく、所定時間が経
過する度に増加する値である。ＣＦＮフィールドは、ＴＭ　ＲＬＣ　ＰＤＵがＭＡＣによ
り処理されたＣＦＮを示し、送信エンティティでの暗号化及び受信エンティティでのジッ
タ除去過程及び復号化に使用される。
【００３３】
　このようなＣＦＮ情報は、所定のデータが生成された時点、所定のデータが上位エンテ
ィティから所定のエンティティに受信された時点、所定のデータが下位エンティティに送
信された時点、所定のデータが上位エンティティに受信された時点、又は所定のデータが
処理された時点などの時間情報を意味する。また、ＣＦＮは、送信エンティティと受信エ
ンティティが所定の時間に行うべき動作を定義するのに使用される時点情報ともいえる。
【００３４】
　図４は、ＣＳサービスをＨＳＰＡ基盤技術に適用する方法の一例を示す図である。図４
に示すように、ＭＡＣエンティティは本発明によりＣＦＮ関連情報を用いる。すなわち、
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本発明においては、従来技術とは異なり、ＨＳＰＡ技術においてＣＳ方式のためのＲＬＣ
　ＴＭモードを使用し、ＭＡＣデータブロックのＭＡＣヘッダ内にＣＦＮ関連情報を含む
。
【００３５】
　一般に、端末（又はＵＥ）がＨＳＰＡセルでないセルからＨＳＰＡセルに移動するとき
、ＣＳユーザプレーンデータがＲＬＣ　ＵＭにマッピングされる場合は、ＲＬＣ　ＴＭか
らＲＬＣ　ＵＭへのＲＢ再設定が必要である。ここで、ＲＢ再設定は、ＲＢ解除及びＲＢ
設定メッセージを用いて行うことができる。ＲＮＣは、暗号化のための開始値を取得する
ための無線ベアラ設定完了メッセージ（ＲＢ　ｓｅｔｕｐ　ｃｏｍｐｌｅｔｅ　ｍｅｓｓ
ａｇｅ）を受信するまで待つ必要がある。本発明においては、ＣＳユーザプレーンデータ
をＲＬＣ　ＵＭの代わりにＲＬＣ　ＴＭにマッピングすることを提案し、ＲＢ解除及びＲ
Ｂ設定などの過程でＲＬＣモードの切替が必要なくなる。ＲＬＣモードの切替の代わりに
、ＲＲＣは、トランスポートチャネルの種類を再設定することもできる。このような方式
により、ＨＳＰＡセルでないセルからＨＳＰＡセルへのハンドオーバー過程を簡素化する
ことができる。また、この方式は、同一の時間基準を使用するため、ＤＣＨとＨＳＰＡ間
での連続した切替を可能にする。
【００３６】
　ＨＳＰＡ上にマッピングされた前記ＭＡＣ（ＭＡＣ－ｈｓ、ＭＡＣ－ｅｈｓ、又はＥ－
ＤＣＨ）　ＴＭのヘッダにＣＦＮ又はＣＦＮ関連情報を含めるため、ＲＬＣ　ＴＭのため
のＣＳユーザプレーンデータの暗号化／復号化はＭＡＣエンティティで行うことができる
。また、これは、ＲＬＣ　ＵＭモードの使用時、損失したパケット又は全く認識されてい
ないエラーにより以前に識別された暗号化の非同期化問題を除去することもできる。
【００３７】
　図５は、ＭＡＣエンティティで生成されたデータブロックの一例を示す図である。具体
的には、ＭＡＣ－ｄで生成されたＰＤＵを示す。前記ＭＡＣ－ｄ　ＰＤＵは、ＭＡＣヘッ
ダとＭＡＣサービスデータユニット（ＳＤＵ）とから構成され、前記ＭＡＣ　ＳＤＵは様
々なサイズを有する。前記ＭＡＣ　ＳＤＵのサイズは、設定過程中に定義されるＲＬＣ　
ＰＤＵのサイズによって異なる。
【００３８】
　図５に示すＣＦＮは、前記ＭＡＣ－ｄ　ＰＤＵが生成された時点のＣＦＮ値を意味し、
受信側においてジッタ除去過程で使用することができる。ここで、ジッタとは、所定時間
間隔で連続して生成された各データブロックが、受信側に到達するときに元の生成された
時間間隔で到達しない現象をいう。このような問題を解決するために、受信側は、受信し
たデータブロックに対して並び替えを行い、その後に所定時間間隔で前記並び替えられた
データブロックを１つずつ処理する。本発明は、ジッタ除去過程において、受信側が受信
したＰＤＵに含まれる時間情報、すなわちＣＦＮ情報に基づいて、前記ＣＦＮの順序に従
って前記受信したＰＤＵを並び替え、前記ＣＦＮの値に基づいて所定時間間隔で前記ＰＤ
Ｕ又は前記ＰＤＵに含まれるＳＤＵを処理することを提案する。ここで、ジッタ除去過程
のために、ジッタ除去バッファを使用してもよい。前記過程において、ＣＦＮを除いた部
分のみ暗号化又は復号化してもよい。ところで、前記過程において、前記ＣＦＮの全てを
前記ＭＡＣデータブロックに含めることは浪費になり得る。例えば、音声データは２０ｍ
ｓ毎に生成されるため、ＣＦＮが１２ビットの場合、８１秒に該当する時間をカバーする
。このように、長いＣＦＮは無線区間の浪費を招くため、本発明は、前記過程において、
前記ＣＦＮ下位の一部のビットのみ前記ＭＡＣデータブロックに含まれるようにする。
【００３９】
　また、本発明は、ＡＭＲコーデックの特性に応じたサブフローをサポートする。３ＧＰ
Ｐにおいては、ＣＳ音声サービスのために「ＡＭＲ」というコーデックが使用されるが、
このＡＭＲコーデックでは、無線状況に応じて使用されるコーデックのデータレートが可
変する。特に、ＡＭＲコーデックでは、Ａ、Ｂ、Ｃという３つのデータサブフローを生成
する。そして、各サブフローで毎時間生成されるデータのサイズが異なるため、送信側は
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受信側に各サブフローで生成されるデータの量を効果的に通知すべきである。
【００４０】
　従って、本発明は、生成されたＰＤＵ内にサブフロー組み合わせインデックスというイ
ンジケータを含めることを提案する。これは、端末及び基地局により予め定められた値で
あり、現在生成されているＰＤＵ内に含まれるサブフローＡ、Ｂ、Ｃのそれぞれのビット
数を示す役割を果たす。例えば、図６に示すサブフロー組み合わせインデックスを本発明
に適用することができる。すなわち、送信側は、ＰＤＵを生成する度に、各ＰＤＵに含ま
れる各サブフローからのデータ量を確認した後、前記データ量の組み合わせに適したイン
デックスを検索し、前記インデックスをＰＤＵに含めて送信する。受信側は、受信したＰ
ＤＵに含まれるサブフロー組み合わせインデックスを確認した後、前記インデックスの指
示に従って、前記ＰＤＵから各サブフローに該当する数のビットを抽出し、各サブフロー
に伝達する。
【００４１】
　他の方法として、現在ＡＭＲで定義されて許容されているサブフロー当たりのビット数
の組み合わせによれば、各組み合わせにおいて各サブフローに該当するデータの和が同じ
インデックスはない。従って、前記インデックスと受信されたＰＤＵのサイズを利用する
と、該当インデックス及び前記ＰＤＵ内の各サブフローに該当するデータ量が分かる。よ
って、本発明は、受信側が受信したＰＤＵのサイズによって予め指定されている数のビッ
トを前記ＰＤＵから抽出し、前記抽出されたビットを各サブフローに伝達することを提案
する。この場合、ＰＤＣＰ　ＰＤＵにはデータのみ含まれ、ヘッダはない。図７は、本発
明によりサブフローのマルチプレックスが行われた場合におけるプロトコルデータユニッ
トのフォーマットの一例を示す図である。ここで、前記サブフローのマルチプレックスは
ＰＤＣＰエンティティで行われる。
【００４２】
　図８は、本発明によるＣＳドメインのためのＰＤＣＰサブレイヤの構造の一例を示す図
である。図８のＰＤＣＰがＣＳ音声伝送のために使用される場合、前記ＰＤＣＰは、各方
向に３つのＴＭベアラにマッピングされる。図８においては、ＰＤＣＰエンティティが各
サブフローのマルチプレックスを行っていることを示す。ここで、前記マルチプレックス
は、ＣＳサービスがＰＤＣＰエンティティを介してＨＳＤＰＡ又はＨＳＵＰＡなどのＰＳ
基盤無線技術に接続されるときに使用される。
【００４３】
　全てのＣＳドメインＲＡＢは、１つのＰＤＣＰエンティティに関連している。前記ＰＤ
ＣＰエンティティは、前記ＲＡＢのサブフローの数に対応するＴＭモードのＲＬＣエンテ
ィティの数に関連している。前記ＣＳサービスをサポートするＰＤＣＰエンティティは、
ヘッダ圧縮を用いない。
【００４４】
　本発明においては、ＨＳＤＰＡ又はＨＳＵＰＡ技術を用いてＣＳサービスを提供するに
あたって、受信側に受信した各データブロックを基準時間に合わせて処理させるために、
送信側がデータブロック内にＣＦＮを含めて伝送する動作方法を提供することにより、Ｃ
ＳサービスをＨＳＰＡネットワークでより効率的にサポートできるようにするという大き
な効果がある。
【００４５】
　本発明は、少なくとも１つのサービスデータユニット（ＳＤＵ）を上位層から受信する
段階と、プロトコルデータユニット（ＰＤＵ）を生成するために、前記受信した少なくと
も１つのサービスデータユニットに時間情報を含むヘッダを追加する段階と、前記生成さ
れたプロトコルデータユニットを下位層に送信する段階とを含む、無線通信システムにお
けるデータ提供方法を提供する。ここで、前記時間情報は、ＣＦＮであり、ＰＤＣＰ層の
ヘッダに追加される。前記時間情報は、ＭＡＣ層のヘッダに追加される。前記時間情報は
、ＣＳカウンタであり、ＣＦＮに関連するものである。前記データは、ＰＳサービス又は
ＣＳサービス内で提供される。前記上位層はＲＬＣエンティティであり、前記下位層は物
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理エンティティである。
【００４６】
　本発明は、移動通信に関連して説明されたが、無線通信能力（すなわち、インタフェー
ス）を備えたＰＤＡやラップトップコンピュータなどの移動装置を使用するいかなる無線
通信システムでも用いることができる。また、本発明を説明するために使用された特定用
語は本発明の範囲を特定タイプの無線通信システムに限定するものではない。本発明は、
ＴＤＭＡ、ＣＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＷＣＤＭＡ、ＯＦＤＭ、ＥＶ－ＤＯ、Ｗｉ－Ｍａｘ、Ｗ
ｉ－Ｂｒｏなどの様々なエアインタフェース及び／又は物理層を用いる他の無線通信シス
テムにも適用することができる。
【００４７】
　本実施形態は、ソフトウェア、ファームウェア、ハードウェア、又はこれらの組み合わ
せを生産するための標準プログラミング及び／又はエンジニアリング技術を用いて製造方
法、製造装置、又は製造物として実現することができる。ここで、「製造物」という用語
は、ハードウェアロジック（例えば、集積回路チップ、ＦＰＧＡ（Ｆｉｅｌｄ　Ｐｒｏｇ
ｒａｍｍａｂｌｅ　Ｇａｔｅ　Ａｒｒａｙ）、ＡＳＩＣ（Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｐ
ｅｃｉｆｉｃ　Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔ）など）、又はコンピュータ可読
媒体（例えば、磁気記録媒体（例えば、ハードディスクドライブ、フロッピー（登録商標
）ディスク、テープなど）、光記録装置（ＣＤ－ＲＯＭ、光ディスクなど）、揮発性及び
不揮発性メモリ装置（例えば、ＥＥＰＲＯＭ、ＲＯＭ、ＰＲＯＭ、ＲＡＭ、ＤＲＡＭ、Ｓ
ＲＡＭ、ファームウェア、プログラムロジックなど））において実行されるコードやロジ
ックを示す。
【００４８】
　コンピュータ可読媒体内のコードはプロセッサによりアクセス及び実行される。本実施
形態で実行されるコードは、伝送媒体を介して、又はネットワーク上のファイルサーバか
らアクセスすることもできる。その場合、前記コードの実行された製造物は、ネットワー
ク伝送ライン、無線伝送媒体、空中を伝播する信号、無線波、赤外線信号などの伝送媒体
を含む。もちろん、当該技術分野における通常の知識を有する者であれば、本発明の要旨
を逸脱しない範囲でその構成の様々な変更が可能であり、前記製造物が公知の情報伝達媒
体（ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｂｅａｒｉｎｇ　ｍｅｄｉｕｍ）をも含むことを理解する
であろう。
【００４９】
　本明細書における「一実施形態（ｏｎｅ　ｅｍｂｏｄｉｍｅｎｔ）」、「実施形態（ａ
ｎ　ｅｍｂｏｄｉｍｅｎｔ，　ｅｘａｍｐｌｅ　ｅｍｂｏｄｉｍｅｎｔ）」などに関する
言及は、上記実施形態に関連して説明された特定の特性、構造、又は特徴が本発明の少な
くとも１つの実施形態に含まれることを意味する。本明細書の様々な箇所におけるそのよ
うな語句の出現が必ずしも同一の実施形態を全て言及するわけではない。また、特定の特
性、構造、又は特徴がいずれかの実施形態に関連して説明された場合、そのような特性、
構造、又は特徴は、当業者であれば本実施形態の他の実施形態に関連して達成することも
できる。
【００５０】
　本発明は複数の実施形態を参照して説明されたが、当業者であれば本発明の原理の思想
や範囲内で様々な他の変形及び実施形態が可能であることを理解できるであろう。特に、
明細書、図面、及び添付された請求の範囲内で、構成要素部分及び／又はサブジェクト組
み合わせ構造（ｓｕｂｊｅｃｔ　ｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎ　ａｒｒａｎｇｅｍｅｎｔ）に
おいて様々な変更及び変形が可能である。前記構成要素部分及び／又は構造の変更及び変
形に加えて、代案的利用も当業者には明らかである。
【００５１】
　本発明の思想や基本的特性から外れない限り、本発明は様々な形態で実現することがで
き、上記実施形態はいかなる詳細な記載内容によっても限定されず、特に言及がなければ
、添付された請求の範囲に定義された思想や範囲内で広く解釈されるべきであり、本発明
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の請求の範囲内で行われるあらゆる変更及び変形、並びにその均等物は本発明の請求の範
囲に含まれる。

【図１】 【図２】
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